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作成日　2002年12月10日

改訂日　2015年11月01日

１．化学物質等及び会社情報

化学物質等の名称

整理番号

会社名

住所

担当部門

電話番号

緊急連絡電話番号

FAX番号

推奨用途及び使用
上の制限

２．危険有害性の要約

ＧＨＳ分類

物理化学的危険性

健康に対する有害性

環境に対する有害性

ＧＨＳラベル要素

シンボル

特定標的臓器毒性（単回暴露） 区分2（血液 ）

特定標的臓器毒性（反復暴露） 区分1（肝臓 ）

特定標的臓器毒性（反復暴露） 区分2（眼 血液 鼻
）
水生環境有害性(急性) 区分1

水生環境有害性(慢性) 区分1

上記で記載がない危険有害性は、分類対象外か
分類できない。

急性毒性（経口） 区分外

急性毒性（経皮） 区分外

急性毒性（吸入：ミスト） 区分外

皮膚感作性 区分1

発がん性 区分2

生殖毒性 区分2

環境安全部

03-3279-5151

03-3279-5151

03-3279-5195

農薬（殺菌剤）

引火性液体 区分3

製品安全データシート

ホクコーホクガード乳剤

1436-11

北興化学工業株式会社

〒103-8341

東京都中央区日本橋本町一丁目５番４号
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注意喚起語

危険有害性情報

注意書き

安全対策

応急措置

環境への放出を避けること。(P273)

保護手袋、保護眼鏡、保護面を着用すること。
(P280)
保護手袋を着用すること。 (P280)

指定された個人用保護具を使用すること。 (P281)

皮膚に付着した場合、多量の水と石鹸で優しく洗う
こと。(P302+P352)

静電気放電に対する安全対策を講じること。(P243)

ミスト、蒸気、スプレーを吸入しないこと。(P260)

ミスト、蒸気、スプレーの吸入を避けること。(P261)

取扱い後はよく手を洗うこと。(P264)

この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしない
こと。(P270)

汚染された作業衣は作業場から出さないこと。
(P272)

熱、火花、裸火、高温のもののような着火源から遠
ざけること。－禁煙。 (P210)

容器を密閉しておくこと。(P233)

涼しい所に置くこと。(P235)

容器を接地すること。アースをとること。 (P240)

防爆型の電気機器、換気装置、照明機器等を使用
すること。(P241)

火花を発生させない工具を使用すること。 (P242)

H372　長期又は反復ばく露による肝臓の障害

H373　長期又は反復ばく露による眼、血液、鼻の
障害のおそれ

H400　水生生物に非常に強い毒性

H410　長期的影響により水生生物に強い毒性

使用前に取扱説明書を入手すること。(P201)

すべての安全注意を読み理解するまで取扱わない
こと。(P202)

危険

H226　引火性液体及び蒸気

H317　アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ

H351　発がんのおそれの疑い

H361　生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑
い
H371　血液の障害のおそれ
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保管

廃棄

３．組成及び成分情報

単一製品・混合物の区別

一般名

化審法 安衛法
（ＲＳ）－２－（２，４－ジク
ロロフェニル）－３－（１Ｈ
－１，２，４－トリアゾール
－１－イル）プロピル＝１，
１，２，２－テトラフルオロ
エチル＝エーテル
（別名テトラコナゾール）

15.0% Ｃ１３Ｈ１１

Ｃｌ２Ｆ４Ｎ３Ｏ

　 　 112281-77-3

ポリ（オキシエチレン）＝ノ
ニルフェニルエーテル

4.1% （Ｃ２Ｈ４Ｏ）

ｎＣ１５Ｈ２４

Ｏ

(7)-172 　 9016-45-9

ナフタレン 5.7% Ｃ１０Ｈ８ (4)-311 　 91-20-3

有機溶剤、界面活性剤等 75.2% 　 　 　

分類に寄与する不純物及び安定化添加物 情報なし

４．応急措置

テトラコナゾール乳剤

化学名又は一般名 濃度又は濃度範囲 化学式
官報公示整理番号

CAS番号

火災の場合には、適切な消火剤を使用すること。
(P370+P378)

漏出物は回収すること。(P391)

換気の良い冷所で保管すること。(P403+P235)

施錠して保管すること。(P405)

内容物、容器を都道府県知事の許可を受けた専門
の廃棄物処理業者に委託すること。(P501)

混合物

ばく露又はその懸念がある場合、医師の診断、手
当てを受けること。(P308+P313)

ばく露した時、又は気分が悪い時は、医師に連絡
すること。(P309+P311)

気分が悪い時は、医師の診断、手当てを受けるこ
と。(P314)

特別な処置が必要である。(P321)

皮膚刺激又は発疹が生じた場合は、医師の診断、
手当てを受けること。(P333+P313)

汚染された衣類を再使用する場合には洗濯するこ
と。(P363)

皮膚又は髪に付着した場合、直ちに、汚染された
衣類をすべて脱ぎ又は取り除くこと。皮膚を流水又
はシャワーで洗うこと。(P303+P361+P353)
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取扱い 技術的対策

局所排気・全体換気

注意事項 みだりにエアロゾルが発生しないように扱う。

二次災害の防止策 付近の着火源となるものを速やかに取り除くととも
に消火剤を準備する。

７．取扱い及び保管上の注意

「８．ばく露防止及び保護措置」に記載の設備対策
を行い、保護具を着用する。

「８．ばく露防止及び保護措置」に記載の局所排
気、全体換気を行う。

環境に対する注意事項 河川等に排出され、環境への影響を起こさないよう
に注意する。

回収・中和並びに封じ込め及び浄化方法・機材 少量の場合、漏出液をおがくず・ウエス・砂等に吸
収させてから空容器に回収する。

多量の場合、土砂等でその流れを止め、できるだ
け空容器に回収し、その跡をおがくず・砂等と混合
して吸収させ同容器に回収する。

６．漏出時の措置

人体に対する注意事項、保護具および緊急措
置

付近の着火源となるものを速やかに取り除く。

漏出した場所の付近に、ロープを張るなどして関係
者以外の立入を禁止する。

作業者は適切な保護具（「８．ばく露防止及び保護
措置」の項を参照）を着用し、眼、皮膚への接触や
吸入を避ける。

特有の消火方法 消火作業は風上から行う。

火元への燃焼源を断ち消火剤を使用して消火す
る。

周辺火災の場合、周囲の設備などに散水して冷却
し、移動可能な容器は速やかに安全な場所に移動
する。
消火のための放水等により、環境に影響を及ぼす
物質が流出しないよう適切な措置を行なう。

消火を行う者の保護 適切な空気呼吸器、防護服（耐熱性）を着用する。

消火剤 粉末消火剤、泡消火剤、炭酸ガス、乾燥砂など。

使ってはならない消火剤 情報なし

特有の危険有害性 火災時に有害ガスが発生するおそれがある。

必要な場合は医師の診断、手当てを受ける。

目に入った場合 直ちに清浄な水で目を洗浄し、医師の診断、手当
てを受ける。

飲み込んだ場合 直ちに医師の診断、手当てを受ける。
口をすすぐこと。

５．火災時の措置

吸入した場合 空気の新鮮な場所に移し、安静にし、保温する。

必要な場合は医師の診断、手当てを受ける。

皮膚に付着した場合 速やかに多量の水および石鹸で洗い流す。
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安全取扱い注意事
項

保管 技術的対策

混触危険物質

保管条件

容器包装材料

８．暴露防止及び保護措置

管理濃度、許容濃度

管理濃度
(厚生労働省)

ナフタレン 10ppm

保護具 呼吸器の保護具

手の保護具

眼の保護具

皮膚及び身体の保
護具

長袖の作業衣・長靴

衛生対策 取扱い後は手足、顔などを石鹸でよく洗い、洗眼、
うがいをするとともに衣服を交換すること。

取扱い時に着用していた衣服等は他のものと分け
て洗濯すること。

設備対策 取扱いについては、出来るだけ密閉された装置、
機器又は局所排気装置を使用する。

取扱い場所の近くに、目の洗浄及び身体洗浄のた
めの設備を設置する。

有機ガス用防毒マスク

不浸透性手袋

側板付き眼鏡またはゴーグル型保護眼鏡

「１０．安定性及び反応性」を参照。

火気を避け、直射日光のあたらない低温な場所に
密栓して保管すること。

消防法及び国連輸送法規で規定されている容器を
使用する。

許容濃度
(産衛学会)

ＡＣＧＩＨ

－ TWA 10ppm,
STEL 15ppm (Skin)

眼に入れないこと。

熱、火花、裸火、高温のもののような着火源 から
遠ざけること。－禁煙。

静電気放電に対する予防措置を講ずること。

取扱い後は手足・顔などを石鹸でよく洗い、洗眼、
うがいをするとともに衣服を交換すること。

取扱い時に着用していた衣服等は他のものと分け
て洗濯すること。

該当法令で定められた技術上の基準に従うこと。

取扱う前には必ずラベルを良く読むこと。

すべての安全注意を読み理解するまで取扱わない
こと。

取扱い中に身体に異常を感じた場合には、直ちに
医師の手当を受けること。

この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしない
こと。

接触、吸入又は飲み込まないこと。
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９．物理的及び化学的性質

物理的状態 形状

色

ｐＨ

引火点

比重（密度）

１０．安定性及び反応性

安定性

危険有害反応可能性

避けるべき条件

危険有害な分解生成物

１１．有害性情報

急性毒性 経口 ラット
LD５０

マウス
LD５０

経皮 ラット
LD50

ウサギ

ウサギ

ウサギ

ウサギ

モルモット

発がん性

皮膚感作性 皮膚感作性なし

混合物の成分の皮膚感作性－区分１の濃度が５．
７％のため皮膚感作性－区分１とした。

混合物の成分の発がん性－区分２の濃度が１５％
のため発がん性－区分２とした。

皮膚刺激性 軽度刺激性

（1,000倍希釈）
軽微な刺激性

眼刺激性 重度刺激性

（1,000倍希釈）
刺激性なし

通常の条件下では生成しない。

加熱や燃焼により分解し、有害ガスが発生するお
それがある。

雄　3,205 ｍｇ／ｋｇ
雌　2,432 ｍｇ／ｋｇ

雄　4,123 ｍｇ／ｋｇ
雌　4,229 ｍｇ／ｋｇ

雄  >2,000 mg/kg
雌  >2,000 mg/kg

5.6（×5）

57.1℃

0.985

通常の貯蔵・取扱いにおいて安定である。

情報なし

加熱や燃焼により分解し、有害ガスが発生するお
それがある。

可乳化油状液体

淡黄色澄明
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生殖毒性

特定標的臓器毒性（単回
暴露）

特定標的臓器毒性（反復
暴露）

１２．環境影響情報

生態毒性 魚毒性 コイ LC50

(96h)

7.2 ppm

その他 ミジンコ EC50

(48h)

7.5 mg/L

藻類生長
阻害試験

EC50

(72h)

0.0385
mg/L

１３．廃棄上の注意

残余廃棄物

汚染容器及び包装

１４．輸送上の注意

国際規制

国連分類

国連番号

品名（国際輸送品
名）
容器等級

海洋汚染物質

1993

その他の引火性液体

Ⅲ

該当

廃棄に当たっては、関連法規並びに地方自治体の
基準に従うこと。

容器は関連法規並びに地方自治体の基準に従っ
て適切な処分を行う。

空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去す
ること。

　

3

混合物の成分の特定標的臓器毒性（反復暴露）－
区分１（肝臓）の濃度が１５％のため特定標的臓器
毒性（反復暴露）－区分１（肝臓）とした。

混合物の成分の特定標的臓器毒性（反復暴露）－
区分１（眼）の濃度が５．７％のため特定標的臓器
毒性（反復暴露）－区分２（眼）とした。

混合物の成分の特定標的臓器毒性（反復暴露）－
区分１（血液）の濃度が５．７％のため特定標的臓
器毒性（反復暴露）－区分２（血液）とした。

混合物の成分の特定標的臓器毒性（反復暴露）－
区分１（鼻）の濃度が５．７％のため特定標的臓器
毒性（反復暴露）－区分２（鼻）とした。

　

混合物の成分の生殖毒性－区分２の濃度が１５％
のため生殖毒性－区分２とした。

混合物の成分の特定標的臓器毒性（単回暴露）－
区分１（血液）の濃度が５．７％のため特定標的臓
器毒性（単回暴露）－区分２（血液）とした。
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国内規制

緊急時応急措置指針番号

１５．適用法令

農薬取締法　

化学物質排出把握管理
促進法（ＰＲＴＲ法）

労働安全衛生法

消防法

　

１６．その他の情報

記載内容の問合せ先 会社名 北興化学工業株式会社
担当部門 環境安全部
電話番号 03-3279-5151
FAX番号 03-3279-5195

急性中毒に関する緊急の問合せ先
公益財団法人 日本中毒情報センター（事故に伴い急性中毒のおそれがある場合に限る）

中毒１１０ 番 一般市民専用電話 （大 阪） 072-727-2499（情報料無料）
365日 24時間対応

名称等を表示すべき危険物及び有害物（法第５７
条の１、施行令第１８条）

ナフタレン

変異原性が認められた既存化学物質（法第５７条
の５、労働基準局長通達）

ナフタレン

名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第５７
条の２、施行令第１８条の２別表第９）

ナフタレン

第４類 第二石油類（非水溶性）
（危険等級 Ⅲ）　（指定数量　1,000L)

128

ホクコーホクガード乳剤
登録番号　第22926号

第１種指定化学物質（法第２条第２項、施行令第１
条別表第１）

ナフタレン　政令番号：302

ポリ（オキシエチレン）＝ノニルフェニルエーテル
政令番号：410

（ＲＳ）－２－（２，４－ジクロロフェニル）－３－（１Ｈ
－１，２，４－トリアゾール－１－イル）プロピル＝
１，１，２，２－テトラフルオロエチル＝エーテル
（別名　テトラコナゾール）　政令番号：170

該当しない

輸送の特定の安全対策及び条件 輸送前に容器の破損、腐食、漏れ等がないことを
確認する。転倒、落下、破損がないように積み込
み、荷崩れの防止を確実に行う。
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（つくば）029-852-9999（情報料無料）
365日 9～21時対応

医療機関専用有料電話 （大 阪） 072-726-9923（1件2,000円）
365日　24時間対応

（つくば）029-851-9999（1件2,000円）
365日　9～21時対応

注意事項 　
本データシートは作成年月日での製品情報を記載しておりますが、すべての情報を網羅して
いるものではありません。新たな情報を入手した場合には追加又は訂正されることがありま
す。記載されている内容は、安全な取扱いを確保するための情報であり、いかなる保証をな
すものではありません。特殊な条件下で使用するときは、その使用状況に応じた安全対策が
必要となります。

医療機関の方が一般市民専用電話を使用された場合も、情報料 1件に
つき2,000円を徴収します。


